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戸籍事務を
コンピューター化します

戸籍法の一部か改正され、8 年12月から戸籍事

務を電子憐報組織、いわゆるコンピューターを使っ
て処置することかできるようになりました。

区では、この実現に向けて、調査・研究を進め
てきましたか、5 月の新庁舎開庁にあわせて( 実
施日 は未定) 実施できる見通しになりましたので、
そのあらましをお知らせします。

待
ち
時
間大

幅
短
縮

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処

理
す
る
こ
と
に
よ
り
、戸
籍
の
作
成
や
、

証
明
書
の
発
行
な
ど
の

事
務
処
理
が
、
今
ま
で

よ
り
早
く
、
し
か
も
正

確
に
で
き
る
ぷ
つ
に
な

り
ま
す
。

と
く
に
、
戸
籍
の
証

明
S
は
、
住
民
票
の
発

行
と
同
じ
く
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
端
末
機
か

ら
発
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
交
付
窓
口
で
の

待
ち
時
間
が
こ
れ
ま
で

よ
り
大
幅
に
短
縮
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

証
明
書の
名称
や

書
式
が
変
わ
り
ま
す

'
従
来
の
戸
籍
の
謄
本
が
「
全
部
事
項

証
明
」
に
、
抄
本
は
「
個
人
事
項
証
明
」
に

そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

書
式
も
、
記
述
式
の
縦
S

き
か
ら
、

右
配
の
S

式
例
の
よ
う
に
項
目
別
の
横
S

き
に
な
り
ま
す
。
。用
紙
の
大
き
さ
も
A
4

判
に
な
り
ま
す
。

使
用
文
字
は

通
用
字
体
に

I
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登
録
で
き
る
氏

や
名
の
文
字
は
、常
用
漢
字
・
人
名
用
漢

字
そ
の
他
国
民
一
般
的
に
通
用
し
て
い

る
表
記
で
記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

書
き
ぐ
せ
な
ど
が
あ
る
文
字
で
漢
和

辞
典
な
ど
に
な
い
文
字
は
、
登
録
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
文
字
が

現
在
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
通
用
す
る
文
字
に
直
し
て
登
録
す

る
よ
う
に
な
ひ
ま
す
。

な
お
、
そ
の
場
合
は
、
該
当
者
あ
て

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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郵便局でも自動引き落としがで きます
住民税・国民健康保険料・国民年金保険料

4
月
か
ら
は
、
郵
便
局
の
通
帳
か
ら
も
自
動
引
き

落
と
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
、
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
局
以
外
の
金
融
機
関
で
も
、
従
来
ど

お
り
口
座
振
替
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
先
l
住
民
税
…
納
税
驟

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
料
…
国
民
健
康
保
険
課

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

国
民
年
金
保
険
料
。・・国
民
年
金
課

霤
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す

8
年
度
　
区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

足
立
区
を
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
に
し

て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
憲
見
や

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
次
の
要
領
で
区
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

内

容
-
連
絡
会
繖
・
委
嘱
式
へ
の
出
席
　

(平
日
、
年
4
回
程
度
)
/
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
(
年
6
回
程
度
)
/
施
設
見

学
会
へ
の
参
加
(
年
―
回
程
度
)
/
区

政
全
般
に
つ
い
て
の
情
報
・
意
見
・
要

望
等
の
提
出
(
随
時
)
/
そ
の
他
広
聴

業
務
へ
の
協
力
任
期
1
8
年
4
月
～

9
年
1
月

対
一
1

次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
方
・・・
8
年
4

月
1
日
現
在

崗
2
0
歳
以
上
/

足
立
区
に
引
き
続
き
3

ヵ
月
以
上
居
住
し
て
い
る
(

日
本
語
が

で
荐
る
外
国
人
を
含
む
)
/

都
内
の
地

方
公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
/
過
去
3

年
間
に
区
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い

な
い

募
集
人
員
=
5
0人

謝
礼
―
会

議
出
席・・
i
回
3
千
円
(
委
嘱
式
は
除

く
)
/
ア
ン
ケ
ー
ト

・・・回
答
1
回
千
円

期
限
1
2
月
1
9日

申
込
l
電
話
で
応
募
用
紙
を
請
求

申

・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
聴
相
談
係

酋
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

7
年
度
　
第
一
回
教
育
委
員
会

児
童
・
生
徒
褒
賞

区
で
は
、
文
化
活
助
や
体
育
活
動

な
ど
で
大
き
な
成
果
を
収
め
た
り
、

特
に
た
た
え
ら
れ
る
善
行
を
行
っ
た

区
内
の
小
・
中
学
生
に
対
し
、
褒
賞

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
次

の
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
区
長
褒

賁
を
受
賞
し
ま
し
た
。(
敬
称
略
)

・

小
学
生
・
団
体
の

鄭颶
浜
西
小
学
校
(
4

人
)
・・・
篤
さ
わ
や
か

全
日
本
一
輪
車
競
技
大
会
小
学
生
対

抗
リ
レ
ー
優
勝

圏
中
学
生
・
団
体
の
都

東
綾
瀬
中
学
校
(
4
人
T

第
2
2回
全

日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

共
通
男
子
4
×
沺
琲リ
レ
ー
第
i
位

圃
個
人
の
部

▽
第
1
8
回
全
s
J
o
c
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技

大
会
1
0
歳
以
下
男
子
2
0
0
s
個
人
メ

ド
レ
ー
第
1
位
・
・
・
鈴
木
知
也
(
西
新

井
第
二
小
)
/
1
1
・
1
2
歳
男
子
1
0
0
s

自
由
形
第
1

位
・・・
酪
老
澤
雄
介
(

第

十
三
中
)

▽
猖
環
太
平
洋
・
イ
ン
ド
洋
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
年
齢
別
競
技
大
会
9

・
1
0

歳
女
子
第
1

位
・・・木
幡
美
登
里
(

弘

道
第
一
小
)
/
1
1

・
1
2
歳
女
子
第
―

位
…
榎
本
知
佳
(
花
畑
東
小
)
/
1
3

・
1
4歳
女
子
シ
ン
ク
ロ
第
L
a
一・・・
押

切
奈
美
(
竹
の
嬢
中
)
、
田
中
ち
は
る

(溯
江
中
)

▽
第
2
2回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
共
通
女
子
8
0
0
S第2
位

・・・宮
崎
千
聖
(
東
綾
瀬
中
)

▽
第
2
0回
関
東
中
学
校
柔
道
選
手
権

大
会
男
子
6
5㎏
級
優
勝
…
吉
田
茂

(第
三
中
)

▽
第
1
0
回
全
日
本
一

輔
車
マ
ラ
ソ
ン
女
子

総
合
第
1
位
・・・
滝
田

瑞
穂
(

西
新
井
中
)

ま
た
、2
1団
体
、
個
人
3
0人
が
徴

宵
委
員
会
褒
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

A
教
育
委
員
会
v

葦
立
ち

激
動
の
時
代
と
若
者

今
年
、
足
立
区
で
成
人
式
を
迎

え
た
人
は
9
千
4
2人
。2
1世
紀
の

社
会
の
中
心
と
な
る
彼
ら
の
若
々

し
い
姿
を
見
な
が
ら
、
世
界
に
通

用
す
る
大
き
な
人
間
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
い
う
の
は
。
昨
年
は

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た

が
、
一
方
で
若
者
を
強
く
意
識
し

た
年
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

1
月
の
大
貫
災
で
は
、
全
国
か

ら
何
万
人
と
い
う
若
者
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
防
れ
ま
し
た
。
被
災
地

を
め
ざ
し
て
黙
々
と
歩
く
若
者
の

姿
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
行

為
に
馴

し
て
い
た
人
々
を
、
一

歩
前
へ
押
し
出
し
た
と
い
え
ま

す
。
野
球
の
世
界
で
も
イ
チ
ロ
ー

や
黶

な
薯

い
・
晧

蕕

に

人
々
は
魅
せ
ら
れ
、
喝
釆
を
送
り

ま
し
た
。

オ
ウ
ム
事
件
で
は
、
想
像
を
絶

す
る
集
団
の
行
為
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
若
い
優
秀
な
人
材
が
、
な

ぜ
あ
の
よ
う
に
オ
ウ
ム
に
捉
え
ら

れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
不
可
解

さ
が
重
く
残
り
ま
す
。

足
立
区
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
、

エ
イ
ズ
ビ
デ
オ
の
応
募
な
ど
、
多

様
な
場
で
若
者
の
活
躍
が
あ
り
ま

し
た
。

考
え
て
み
る
と
、
歴
史
の
変
り

目
に
は
い
つ
も
若
者
が
活
躍
し
て

い
宋
y
。
就
職
戦
驟
な
ど
厭
し
い
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
若
者
の
力
が

激
励
の
時
代
を
切
り
拓
く
も
の
と

償
じ
、
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

区長

古性直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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所得税・住民税の申告は正しくお早めに
2月16日～3月15日

3 月に入ります
と窓口が大変混雑
しますので、申告
書の提出 やご相談
はお早めにどうぞ

所
得
税

□
所
得
税
の
確
定
申
告

が
必
要
な
男

①
S

業
所
得
や
不
動
産

所
得
な
ど
所
得

金
額
の
合
計
額
が

、
基

礎
控
除
や
扶
養

控
除
な
ど
の
所
槫
控
除
の
合
計
額
よ
り

多
い
方

②
呎
の
要
件
を
満
た
す

給
与
所
得
の
あ

る

方
・
・・
給
与
収
入
か
2

千
万
円
超
/

給

与
を
2
ヵ
所
以
上
か
ら

受
け
て
い
る
/

給
与
以
外
に
S

万
円
を

超
え
る
所
得
か

あ

る
(

住
民
税
で
は
2
0
万
円
に
漓
た

な
い
一

合
で
も
申
告
は

必
要
で
す
)
/

同
家
会
社
の
役
員
等
で

、
そ
の
法
人
か

ら

給
与
以
外
に
不
動
産
の
便
用
科
等
の

文
払
を
受
け
た

③
大
工
・
左
官
・
と

ぴ
職
な
ど
で

、
仕

亊
先
が
一
定
し
て
い

な
い
方
や

、
所
得

税
の
源
泉
微
収
夲
き

れ
て
い
な
い
方

④
土
地
・
灣
初
・
ゴ
ル
フ
会
員
栂
等
を

誤
霞
し
た
方

※
蝌
渡
所
得
の
特
例
・

特
別
匍
薩

等
は
甲
咎
を
し
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

⑤
そ
の
他

、
所
得
税
を
納
め
る
義
務
の

あ
る
方

□
確
定
申
告
書
の
提
出
・
相
談
場
所

所
轄
の
税
務
罨
で
受
け
付
け
零
y

。

▽
足

立
税
務
W

▽
西
新
井
税
務
S

※
全
て
紀
載
し
た
方
は

、
輿
送
で
の
提

出
を
お
I

い
し
ま
す

。
な
お

、
控
え
が

必
要
な
万
は

、
返

信
用
封
簡
を
必
ず
向

封
し
て
く
だ
さ
い

。
な
お

、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
還
付
申
賣
は
、
2
月
1
5
日
以

前

で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す

住
民
税

□
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

①
'
」年
中
に
所
得
が
あ
り
、
8

年
1

月
1

日
現
在
、
足
立
区
内
に
住
ん
で
い
る

方②
足
立
区
外
に
住
ん
で
い
て
も
、
区
内

に
事
務
所
や
一

業
所

、
家
屋
敷
が
あ
る

方□

住
民
税
の
申
告
が
必
薺
な
い
方

①
税
務
S

に
確
定
申
告
夸
I

芳

Q
7
年
中
の
所
得
が
給
与
だ
け
で

、
給

科
か
ら
住
民
税
を
差
し
引
か
れ
て
い
る

方Q
1
年
1

月
1
日
現

在
、
生
活
扶
助

を

受
け
て
い
た
方

④
7

年
中
の

台
計
所
得
龠
額
か
均
碍
割

非
曝
税
限
度
額
〔
(
控
除
対
象
配
偶
者
十

挟
聾
親
族
+
1
)

×
3
4
万
円
+
1
8
万

円
〕

以
下
の
方

□
非
課
税
の
方
も
申
告
に
ご
協
力
を
　

申
告
の
必
要

が
な
い
③
・
④
に
該
当

す
る
方
で
も
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行

や
国
民
年
金
・
国
民
皿
康
保
険
の
基
礎

賢
科
に
な
り
ま

す
の
で
、
申
告
書
の
提

出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

□
住
民
税
申
告
書
の
提
出
場
所

区
役
所
中
央
本
町
庁
舎
・
課
碗
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で

も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
各
区
民
事
務

所
で
も
課
税
陳
職
員
が
2

日
間
出
張
し

て
受
け
付
け
李
罵

日
程
等
の

詳
細
は

「
あ
だ
ち
広
報
」
2
月
2
5
日
号
に
掲
取

し
ま
す
。

所
得
控
除
欄
の
記
入
も
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

□
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除

加
年
中
の
所
得
金
瞿
が
3
8万
円
以
下

の
、
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
ま
た
は

扶
一

親
族
の
い
る
方
は
、
そ
の

状
況
に

応
じ
て
次
の
よ

う
な
控
除
が

あ
り
ま

す
。

▽
配
偶
者
控
除

▽
一
般
の
扶

一

迎
除

▽
老
人
扶
養
控
除
(
大
正
1
5

年
1
月
1

日
以
加
に
生
ま
れ
た
方
)

▽
特
定
扶
一

親
族
の
扶
養
控
除
(

昭
和
4
8

年
1
月
2

日
か
ら
昭
和
5
5
年
1
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
)

※
い
ず
れ

も
、事
業
専
従
者
と
な
っ
て
い
る
方
や
。

他
の
親
族
の
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

の
対
象
と

な
っ
て
い
る
男
は

除
か
れ
ま

す□
配
偶
者
特
別
控
除

申
告
者
の

合
計
所
得
金
額
か
L

千
万

円
以
下
で

あ
り
、
か
つ
配
偶
者
が
呎
の

よ
う
な
状
況
に
あ
る
場
合
に
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

▽
7

年
中
の
所
得

金
糲
が
7
6万
円
未
鵺
で
あ
る

▽
事
業

専
従
者
や

他
の
観
族
の
扶
養
棒
阪
に
な

っ
て
い
な
い

□
社
会
保
険
料
控
除

7
年
中
に
支
払
っ
た
傳
康
保
吸

料
、

厚

生
年
金
俣
吸
科
、一

民
年
金
保
険
料

な
ど
で
す
。

□

生
命
保
険
料
控
除

申
告
考
や
申
告
者
と

牛
骭

を
一
に
す

る
配
偶
者
、
そ
の
他
の

観
族
を
受
取
人

と

す
る
も
の
で
、
7

年
中
に
支
払
っ
た

生
命
保
険
科
、
一

易
保
吹
科
な
ど
が
該

当
し
ま
す
。
寥
尺

生
命
保
険
、
生
命

共
済
お
よ
び
爽
便
年
金
契
約
の
う
ち
、

定
め
ら
れ
た
条
件
に
該
当
す
る
傭
人
年

金
哭
約
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
取
り
扱

い

に
な
ひ
ま
す
。

□

損
害
保
険
料
控
除

申
告
者
や
申
告
麕
と

生
計
を
一
に
す

る
配
偶
者

、
そ
の
他
の

羈
旅
が
所
有
し

て
い

忝
I
I

・
家
財
等
、
寥
た
は
こ
れ

ら
の
人
の

身
体
に
偏
害
を
受
け
た
場
合

に
、
佩
瞋

彜
も
と

は
共
済
金
か
支
払

わ
れ
る

損
害
保
吹
契
約
等
に
係
る
保
険

料
が
該
当
し
ま
す
。

□

障
害
者
控
除

身
体
障
害
者
手
帳
、
鷽
の
手
帳
を
お

持
ち
の

方
、
槇
た
き
り
で

常
に
複
雑
な

介
塵
を
必
薺
と
し
て
い

る
方
が
該
当
し

ま
す
。

□

寡
婦
・
寡
夫
控
除

6
6繻
未
満
(

昭
和
6
年
1

月
2

日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
)
で
。
次
の
方
が
該

当
し
ま
す
。

▽
寡
婦
・・
・
夫
と

死
別
、一

婚
の
I

合
で

、

扶
聾
親
筆
ま
た
は
合
計
所
得
金
誤
3
8万

円
以
下
の
子
を
有
す
る
方
。
死
別
の
場

合
は
こ
の
被
扶
聾
者
が
い
な
く
て

も
、

本
人
の
合
計
所
得
が
瞋
万
円
以
下
な
ら

該
当
し
ま
す

※
寡
婦
の
特
別
加
算
・・・

扶

聾
親
族
で
あ
る
子
を

有
し
、
合
肝

所

得
金
額
が
S

万
円
以
下
の
寡
婦
の
場
合

は
、
控
除
額
が

加
一

さ
れ
ま
す

▽
寡
夾
・・・
麥
と
死
別
、離
婚
の
場
合
で
、

合
計
所
!

羅
S

万
円
以
下
の
子
を
有

し
、
本
人
c
4
1
計
所
得
金
額
が
繁
万
円

以
下
の
方

□
老
年
者
控
除

6
5廐
以
上
(
昭
和
6

年
1
月
1

日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
)

で
。
合
針
所
痔
金

願
か
1

千
万
円
以
下
の
方
。

※
合
計

所
得
は
、分
曜
譲
渡
所
得
が
あ
る
場
合
、

特
別
控
除
前
の

金
額
で
計
算
し

ま
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

(還
付
申
告
)

原
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が

、

確

定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
n
鼈

付
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

▽
中
途
退
一
し

た
方

▽
多
額
の
医
家
一

を
支
払
っ
た
方
(
皿

康
保
吸
等
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
羣
は
支

払
っ
た
医
療
S

か
ら

塵
し
引
い
て

計
算

し
嫐
歹
)

▽
住
宅
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し
た

方

▽
盗
雛
や
災
害
に
あ
っ
た
方

※
還
付
に
な
る

控
除
は
ほ
か
に
も
あ
り

ま
す
。
控
除
を
受
け
'
9
た
め
に
は
そ
れ

ぞ
れ
条
件
が
あ
り

、
申
告
の
際
に
は
添

付
書
類
が
必
要
と

な
り
ま
す

納
税
は
口
座
振
替

還
付
金
の
受
領
は
銀
行
振
込
を

椚
税
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
一

を
、
還
付
金
の

受
け
取
り
に
は
鍜
行
な

ど
の
耳
金
口
座
へ
の
振
込
を
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い

。

消
費
税

個
人
事
業
者
の

申
告
と
納
税

個
人
事
業
者
で
湾
費
税
の
申
皆
が
必

要
な
万
は
、
4

月
1
日
(

月
)

ま
で
に

お
I
い
し
嫐
r

。

▽
5

年
中
(

基
準
期
間
)

の
課
税
允
上

高
が
1
千
万
円
を
超
え

る
事
業
者

▽
5

年
中
の
課
税
売
上

高
が
1
千
瓦

円

以
下
の

事
業
者
で
『
消
R

税
課
税
事
業

者
選
択
届
出
書
』
を
提
出
し
た
事
象
者

贈
与
税

確
定
申
告

と
納

税

7
年
中
に
贈
与
を
受
け
た
財
匣
の
価

額
が
叨
万
円
を
超
え
る

方
は
、
2

月
1

日
(
木
)
F
3

月
1
5日
(

金
)

ま
で
に

」
与
税
の

申
告
と
訥
税
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
書
の
作
成
は
ご
自
分
で

所

得
税
の
確
定

申
告
書
は
ご
自

身
(

ま
た
は
依
黷
を
受
け
た
碗
理
士
)

が

作
虞
し
、
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま

す
。
特
に
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
方
で

医

療
費
控
除
や
住
宅
取

得
等
特
別
控
除

を
受
け
る
方
の
た
め
に

、
記
取
が
簡
単

な
確
定
申
告
書
「
給
与
所
得
麗
付
申
告

用

」
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

確
定
申
告
書
は
記
載
例
(
書
き
か
た
)

に
し
た
が
っ
て

必
要

事
項
を
記
入
す
れ

ば
出
来
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ

ご
自
身
で
礎
定
申
告
書
を

作
成
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

※
税
務
S

で
は
、
確
定
申
告
の
紀
載
方
法
な
ど

に
つ
い
て
疑
問

が
あ
る
方
の
た
め
に

、

書
き

方
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て

い
ま

す
。
税
務
一

に

相
談
に
お
い
で

に
な
る

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
礎
定
甲
皆
書
の

住

所
、
氏
名
、
扶
養
控
除
、
所
得
金
額
襴

な
ど
、
分
か
る

と
こ
ろ
は
配
一

し
た

う

え
で
お
い
で

く
だ
さ
い

所
得
税
・
個
人
事
業
税
・

住
民
税
の
共
同
説
明
会

衷
1

の
日
程
で

晩
明

会
を
行
い

ま

す
。
お
気
軽
に
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出

か
け

く
だ
さ
い
。
な
お

、
税
理
士
侖
に

よ
る
無
料
相
談
も
泯
2

の
と
お
り
行
い

ま
す
。
併
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

表1　所得税・個人事業税・住民税の共同説明会

表2　 東京 地方税 理士会による無 料相談

中 途退職者・年 金受 給者を対象とし た無料相談

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

給
与
支
払
者
は

、
給
与
文
払
報
告
書

を
、
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
方
が
1

月
1

日
現
在
居
住
し
て
い
る
市
区
町

村
長
あ
て
に
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い

末
す
。
お
済
み
で
な
い

方
は
、
早
め
に
'洫
出
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
=
1
月
3
1日

間
先
=
中
央

冰
町
庁
合
・
特
別
徴
収
係

(
3
8
8
0
)
8
?

税
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た

所
得
税
は
7
年
分
、

住
民
税
は
8
年
度
か
ら
の
主
な
改
正
点

所
得
税
に
つ
い
て

□
総
合
課
税
の
税
率
の
改
正

表
3

の
と
お
り
税
率
の
改
正
が

あ
ひ

ま
し
た
。

□
所
得
控
除
の
引
き
上
げ

喪
4

の
と
お
り
所
得
控
除
が
そ

れ
ぞ

れ
引
き
上
び

ウ
れ
ま
し
た
。

□
配
偶
者
特
別
控
除
額
の
引
き
上

げ

表
5

の
と
お
り
配
偶
者
特
別
控
除
が

(
最
高
3
8万
円
、
こ
れ
ま
で
は
最
高
3
5

万
円
)

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

□

給
与
所
得
控
除
の
引

き
上
げ

給
与
所
得
控
除
が
引
孝

上
げ
ら
れ
、

菱
6
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。な
お

、

給
与

収
入
辰
万
円
未
満
ま
で
は
「
一

易

給
与
所
得
衰
」
か
ら
給
与
所
得
を
求
め

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

□

年
末
調
整
の
対
象
と
な
る
給
与
収
入

の
引

き
上
げ

対

象
と
な
る
の
は

、
給
与
収
入
千

瀰
万
円
以
下
か
ら
2

千
万
円
以
下
と
な

2
C

た
。

□
白
色
専
従
者
控
除
額
の
引
き
上

げ

白
色
専
従
者
控
除
額
が
衰
7
の
と
お

訊

蚕
i

げ
ら
れ
ま
し
た
。

□
政
党
等
寄
付
金
特
別
控
除
の

創
設

欧
党
ま
た
は

政
治
資
金
団
体
に
対
す

る
政
冶
活
動
に
闘

す
る
寄
付
金
で
一
定

の
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
寄
付
金

控
除
(

所
得
迎
除
)
の
通
用
を
受
け
る
か
、政

党
等
寄
付
金
特
別
控
除
(
税
額
控
除
)
の

適
用
を
う
け
る
か
、
い
ず
れ
か
有
利
な

方
参
遺
択
で
毒
畧

苫

冫

民

家
レ
{
丶

※
算
式
は
〔
そ
の

年
中
に
支
出
し
た
政

党
等
に
対

す
る
寄
付
龠
顕
の

龠
針
顕
-
1

万
円
〕×
3
0
%
=

政
党
等
寄
付
金
特

別
迎
除
額
(
1
0
0円
未
満
の
蝋
奴
切
り
捨

て
)
と

な
り
ま
す

住
民
税
に
つ
い
て

□

配
偶
者
特
別
控
除
の
控
除
額
の
改
正

配
偶
者

特
別
控
除
の

控
除
額
と
範
囲

が
表
5
の
渺
需

り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

□

長
期
譲

渡
所
得
一
般
分
の
税
率
改
正

長
期
膿
濱
所
得
一
般
分
の
税
率
が
詼
8

の
と
お
ひ
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

特
別
減
税

□
所
得
税
の
特
別

減
税
に
つ
い
て

7
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
は

、
特

別
減
税
の

運
用
が
あ
ひ
ま
す
。
特
別
戴

税
は
、
楓
税
前
の
所
得
税
額
か
ら
そ
の

所
得
税
額
の
巧
%

相
当
観
(

最
高
5
万

円
)
を
控
除
す
る
方
法
で
行
わ
れ
穿
y
'
。

申
告
書
の

記
載
に
当
た
っ
て
は

、
控
除

も
れ
や
計
算
誤
り
の

な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

□

住
民
税
の
特
別
減
税

佃
人
の
都
民
税
お
よ

び
特
別
区
民
税

の
8

年
厦
分
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
取

府
で

簔
討
中
で
す
。

納
税
は
1
月
3
1日
ま
で
に

7
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民

税
第
4

期
分
の
納
期
限
は
1

月
3
1
日
で

す
。
早

め
に
お
近
ぐ
の
銀
行
、
郵
便
局

な
ど
の

金
融
機
関
お
よ
び
区
役
所
、
区
民
事
務

所
の
原
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
納
税
第
丁

第

二
係

　
(
3
8
8
0
)
8
9
6

表3　 総合課税の税率の改正( 所得税)

表4　 所得控除の引き上げ( 所得税)

表5　 配偶者特別控除の引き上げ( 所得税・住民税)

( 1) 配偶者が控除対象配偶者にあたる場合

( 2) 配偶者が控除対象配偶者にあたらない場合

表6　 給与所得控除の引き上げ( 所得税・住民税)

表7　 白色専従者控除引き上げ(所得税・住民税)

表8　 長期譲渡所得一般分の税率改正
( 所得税・住民税)

表9　問い合せ先

◎ 期間 中 は大変 混み 合い ますの で、車で の来 署は ご遠 慮くだ さい 。

現
在
持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や

軽
自
動
車
の
税
金
を
支
払
っ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
勅
車
税
は
f
t
月
1

日
現
在

。

バ
イ
ク
や
軽
自
印
車
な
ど
を
所
有
し

て
い

る
万
に
か
か
る
税
兪
で

す
。
原

動
機
付

自
転
申
や
崕
二
・

Ξ
・
四
輪

車
、
二
軸
小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い

る
万
で

、
次
に
該
当
す
る

方
は
届
け

出
夸
す
れ
ぱ
1

年
薦
以
降
の
税
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

対
一

―
盗
難
に

あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い
な
い
方
(
一

察
に
盗
難
届
を
出
し
て
も
廃
車
届
は

必
要
で
す
)
/

届
け
出
を
し
な
い
で

誤
っ
た
り
、
売
っ
た
り
し
た
方
/

解

体
し
た
が
登
録
レ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
方

問
先
―
下
表

8
年
度

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

技
能
講
習
会
受
講
者
募
集

趣
味
創
作
巵
勵
を
通
じ
て
a

常
生
活

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
ま
せ
ん
か

。

日

程
等
―
左
喪

対
一
I

区
内

在
住
の

障
害
一

申
込
―
亀
話

期
限
-
2

月
1
3

日

※
移
動
困
難
な
方
は

、
拠
点
関

の

送
迎
パ
ス
が
利
用
で

耆
家
す

申
・

閥
先
―
▽
東
部
地
域
(
国

遭
4
号
線
の

東
側
と
千
住
旭
区
)
の

方
・
・・
東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

(
a
l
)
5
3
g

▽
西
部
地
斌
(

国
一
4

号
繚
の
西
側
と

小
台
・
新
田

・
宮
城
旭
区
》
の
方
・・・
西

郡
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
～
)
0
6
3
2

国
民
健
康
保
険
料

督
促
状
に
関
す
る
お
わ
び

平
成
7

年
1
2月
2
6
日
付
で
一

埀

震

保
険
料
督
促
状
を
荷
送
し
た
際
、
既
に

保
険
料
を
納
付

済
み
の
方
へ
も
誤
っ
て

送
付
し
て
し
ま
い
ゆ
C

だ
。
大
変
ご
迷

耶
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
探
く
お
わ
び

甲
し
上
げ
ま
す
。

今
晩
、
事
務
処
理
に
は
、
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

顴
い
い
た
し
ま
す
。

筒
先
1

中
央
本
町
庁
舎
・
滞
納
整
理
第

一
・
第
二
佩

(
3
a
)
5
1
4
1
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クイズ あだちの達人
層の上ではもうすぐ春ですが、まだまだ寒い日が続きます。いつ

もは戸外を飛び回っている人も、つい家の中に閉じこもりがちにな

っていませんか。そんなあなたにぜひチャレンジして欲しいのが今

回の紙上クイズです。rムムム、わたしの知らない足立があるとは…亅

と思ったあなた、まちへ出て、自分の目と足で正解を探してみませ
んか。(問題の番号についている☆は雛易度をあらわします。☆が多

いほどむずかしくなります)

1鳥
の
声
と
風
の
育
し
か
聞
こ
え
な
い
こ
の
森
に

、
し
っ
か
り
と
根
を
お

ろ
し
て
い
る
風
車
。
近
く
に
は
衝
か
ら
禽
が
流
れ
落
ち
る
「
平
虞
泉
橋
」

も
あ
り
、
こ
ち
ら
も
必
見
。

2
最
近
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

白
賠
に
瓦
屋
根
、
こ
の
和
風
の
建

物
に
は
、
β
遒
場
と
相
襖
場
、そ

し
て
会
議
室
が
あ
り
ま
す
。

3
桃
太
郎
が
イ
ヌ
、
サ
ル
、キ

ジ
を
お
供
に
、
鬼
退
治
に
出
発

―・
訪
れ
る
人
を
お
と
苣
詁
の

世
界
へ
案
内
し
て
ぐ
れ
る
楽
し

い
公
園
で
す
。

4
ち
ょ
っ
と
腰
を
お
它
'
に
祿
台

将
棋
を
一
番
お
忝
&
わ
せ
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
?

ヒ
ン
ト
は
扇
を

あ
し
ら
っ
た
こ
の

柱
で
す
。

5
登
呂
遺
跡
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
展
示
館
で
は
出
土
品
を
見

る
こ
と
も
で
氛

太
古
の
足
立

へ
の
ち
ょ
つ
と
し
た
タ
イ
ム
ト

ラ
ベ
ル
を
味
わ
凡
ま
す
。

6
2
月
上
旬
に
は
梅
見
の
人
で
大
変
な
に

ぎ
わ
い
。
園
内
に
は
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
(
要
予
約
)
の

施
設

も
あ
り
ま
す

。
広
い
芝
生
広
場
と
遊
貝
が
子
區

た
ち

に
人
気

。

7

天保元年( 1830 甲 蔀迪の

蔵を移築・改装し て、区民の

皆さんのギャラリーとして無

料開放。太い粱( はり) や柱
にこの蔵か経てきた歳月を感

じます。

8

園内では魚、昆虫、烏や小動
物を観察したり触れたりできま
す。四季を 通じ て華麗に舞うチ
ョウがここの名物。

9全
長
3
.
5㎞
の

ビ
ッ
グ
な
水
路

。
か
つ
て
は
雁
某
用
水
だ

っ
た
水
略
を
整
仰
し
て

、
水
に
親
し
め
る
ぶ
つ
に
し
た
と

こ
ろ

。
春
に
は
椏
並
木
が
美
し
い

。

10こ
こ
を
通
っ
た
こ
と
ほ
あ
っ

て
も
。な
か
な
か
椀
げ
た
ま
で

じ
っ
く
り
見
た
こ
と
は
な
い
の
?

ほ
・
f『
。
あ
だ
ち
の

「A

」
に

見
え
ま
せ
ん
か

。

11 足
立
区
を
代

衷
す
る
日
本
庭
園

。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ

な
ど
に
も
よ

く
便
わ
れ
る
と
こ
ろ

。
池
で
は
色
鮮
や
か
な
鯉
が
ゆ
っ
た
り

と
怺
い
で
お

り

、
優
雅
の

一
言
に
尽
滯
汞

す

。

12

ユーカリの葉がざわめき、
緑の芝生の上にはヒツジたち
の姿が点々と…。昨年11月に
は、黒鳥に待望の赤ち ゃんが
誕年しました。

13
一
見
普
通
の
ベ
ン
チ
で

す
か

、

な
ん
と
「
か
ま

ど
」
か
つ
い
て
い

る
の
で
す

。
あ
っ
て
は
な
ら

な
い

災
害
で
す
か

、
い
ざ
と
い
う
時
に

役
立
つ
工
夫
が

″
こ
こ

“
に
は
あ

髦

チ

。

14
銀
色
に
光

る
ド
ー
ム
が
目

印

。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ホ

ー
ル

で

は
大
迫
力
の
全
天
周
映
画
を

見
る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

15
区
内
に
あ
っ
た

古
民
家
が
移

築
さ
れ

、
昔
の

農
家
の
庭
先
が

再
現
さ
れ
て
い
専

歹
。

ず
ん
ぐ

り
し
た
昔
の
ポ
ス
ト

が
な
つ
か
し
い
感
じ

。

こたえの見つけ方
囚～固は、いずれも足立区内の公園や

施般です。匕ント1 の選択肢から写真の
鳩所の名称を見つけてください。 匕ント2
の地図には正解の15ヵ所の位置が示さ

れています。迪った鳩合の手がかりにし
てください。

ヒント1

ヒント2

ヒ ント がい っぱい

区政資料室
どうしても正解がわからな
いあなたの強い味方が区政賢
料室です。ここでは区で発行
するパンフレットなどの資料
や印刷物を自由に見ることが
できるので、きっと手がかり
カ心 かめるはずです。この機
会に一度のぞいてみてはいか
カ叨'しょうか。
● 区政資料室( 2 ヵ所ありま
す)
・干住本庁舎( 1 階) ・情報公
開課( 千住1- 4- 18)

・中央本町庁舎( 2 階) ・情報
公間課分室( 中央本町1- 　17
―1)

応

募

方法

15ヵ所、すべての場所かわかった方は、下記
の要領で、はがきに答えを明記してお送りくだ
さい。また、足立区内であなたの好きな場所と、
その理由についてもひとこと書き添えてくださ
い。みごと全問正解された方のなかから、抽選
で10人 の方にすてきな記念品を差し上げます
(なお、当選者の発表は記念品の発送をもって
かえさせていただきます。ご了承ください) 。

応募期限- 2 月8 日消印有効 〒1加千住1- 4- 18
申・問先一千住太庁合 一広報課 魯13882―1111㈹

「クイズ あだちの達人」の正解は、rあだち広
報j 2 月10日咢の紙面に掲載します。

自転車放置禁止区域案内
北綾瀬駅周辺

区
で
は

、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
珈
S

以
内
を
自
転
卑
放
置

禁
止
区
域
に
指
定

し
て
い
零
y

。
禁
止
区
域
内
の
放
置
自

転
車
は

、
撤
去
し
て

自
転
車
移
送
所
に

保
曾
し
ま
す

。
自
転
車
瀲

引
き
取
る
畤

は

撒
去
料
と
し
て
2

千
円
夲
薇

収
し
て

い
ま
す
。な
お
、撤
去
後
2
ヵ
月
岑
逼

ぞ
?
処
分
し
ま
す
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い

。

履
4

驫
難
自
転

車
の
駅
前
へ
の
乗

り
捨
て
が
増
え
て
い
ま
す

。
自
転
車
は

必
ず
防
犯
登
録
を
し

、
住
所
と
名
前
を

記
入
し
ま
し
ょ
う
。
万
一

、
徹
去
さ
れ

た
場
合
も
持
ち
至
が
わ
か
れ
ぱ
迎
絡
で

き
豕
y
の
で
、自
転
卑
は
手
元
に
も
ど

髦

ヂ

。

区

営
・
有
料
駐
車
鳩

▽
北
綾
瀬
嶐
駐
車
湯
・
:谷

中
2
1
3
-
7

号

先

酋
(
3
6
2
9
)
1
0
4
2

▽
北
綾
瀬
北
駐
本
場
・・・
谷

中
4
-
4
-
9

さ
(
3
6

～
)
0
8
4

※
北
綾
瀬
南
駐
車
鳩
は

、
定
朋
利
用
に

相
当
数
の
空
き
が
現
在
あ
り
ま
す

。
く

わ
し
く
は

、
直
接
駐
車
綴
へ
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い

区
営
・
無
料
駐
車
場

▽
谷
中
五
丁
目
駐
車
場
・・
・
谷
中
5
1
1
1
2
0

号
先

民
営
駐
車
場

▽
北
綾
瀬
P
・
s
・
s
ビ
ル
駐
軸
場
・
・
・

谷
中
4
-
1
-
2
0
(
北
綾
瀬
駅
左
斜
め

前
)

昔
(
3
6
2
9
)
1
0

加
平
移
送
所
・・・
加
平
2
-
1
7
-
6

問
先
=

中
央
本
町
庁
合
・
自
転
車
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

選
挙
豆
知
識

ー
寄
附
の
禁
止
ー

公
職
の
侯
補
者
(
候
補
者
と
7
9
つ

と
夛
戈
、現
に
公
職
に
あ
る
人
を
含

む
)
が
選
本
区
内
に
あ
る
人
に
対
し
て

寄
附
を
す
る
こ
と
は
、政
党
等
や
観
族

に
対
す
る
も
の
、政
策
等
の
晋
及
の
た

め
に
行
う
講
習
会
等
に
つ
い
て
の
必
要

や
む
忝
夥
な
い
実
賢
の
補
償
以
外
は
、

い
か
な
る
名
義
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。候
補
者
等
が
違
反
し
て
処
罰
さ
れ

る
と
。一
定
期
間
選
挙
権
、被
選
挙
権

が
停
止
さ
れ
嫐
y
。ル
ー
ル
を
守
っ
て

匐
金
の
か
か
ら

な
い
選
挙
と
政
治
夸
冥

現
し
ま
し
ょ
う

。

禁
止
さ
れ
る
寄
附
の
例
=
入

学
・
卒
業

・
就
職
・
成
人
祝
と
し
て
金
品
を
贈
る

こ

と
/
町
会
の
新
年
会

、
建
物
の
峻
工

披
霧
等
に

包
金
を
噌
る
こ
と
/

開
店

祝

、
葬
式
に
花
輪
・
生
け
花

等
を
出
す

冫
こ
/
選
挙
区
内
の
有
権
者
を
遊
園
旭

に
招
待
し
見
物
さ
せ
る
こ
と

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
選

挙
管
理
委
興

会
串
務
局

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
L

㈹

燃えない建物に

建て替えると

助成金が受けられます

区
で
は
、
「災
害
に
弧
い
ま
ち
づ
く

り
」の
一
環
と
し
て
、大
震
火
災
時
の

安
拿
な
「避
難
略
」や
「延
焼
遮
断
帯
」

夲
埀
備
す
る
た
め
、都
市
防
災
不
燃
化

促
韋
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
事

業
は
、不
燃
化
促
進
区
域
内
で
事
業
実

施
期
間
中
、一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
不

燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
工
事
費
の
一

部
を
助
臑
し
、慧
物
の
不
燃
化
を
促
進

す
る
も
の
で
y
。こ
の
区
城
内
で
建
勧

を
靦
て
ぶ
?

」お
考
え
の
方
は

。
ぜ
ひ

こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。ま
た

、

建
築
工
事
譽

甼
前
に

、
助
成
申
請
が
必

要
と

な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ

さ

い

。都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業
は
、現

在
左
図
の
9
地
区
で
行
つ
て
い
ま
す

が
、補
助
圀
琴
線
地
区
で
は
8
年
1
月

3
1
日
で
事
業
終
了
石
貧
ま
す
。事
業

恥
了
日
に
建
物
だ
元
成
し
て
い
る
建
築

物
が
助
成
対
象
と
な
n
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。※
不
燃
化
促
滌
瑜

と
ほ
、指
定
路
線
の
遭
路
の
両
側
か
ら

お
お
む
ね
3
0
s
以
内
の
区
域
、お
よ
び

中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区
域
で
y

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
求
ち
づ
く
り
瀰

き
(
3
a
2
)
1
1
1
1

㈹

不燃化促進区域図
23区ブランドリサイクルペーパー
「みどりの夢23」販売中

ス
ー
パ

ー
や
公
共
施
設
で
回
収
し
た

紙
パ
ッ
ク
と
、
オ
フ
ィ
ス

古
紙
を
原
材

料
に
し
て
製
造
し
た
、
2
3区

ブ
ラ
ン
ド

の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
「
み
ど
り
の

夢
召

。
区
内

の
闍
の
販

売
眼
力
店
で
販
売
し
て
い
ま

す
が

、
今
回

、
新
た
に
1
0
店
舗
か
新
規

販
売
S
力
石
に
な
り
声

し
た
(

右
衷
)
。

皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

が
爽
を
結

び

、
妛
を
孝
入
て
再
″
絋

た
ち
の
前
に

登
場
し

た
こ
の
裂
品

。
そ
の
ソ
フ
ト
な

手
触
9

審

蔵

に
使
っ
て
お

試
し
く
だ

さ
い

。

区
内
の

あ
る

病
院
で
は

、「
み
ど
り
の

夢
2
3
」
を
院
内
の
売
店
で
販

売
し
て
い

る
ほ
か

、
令
ト
イ
レ
で
使
用
し
て
い
ま

す

。「
今
ま
で
純
生
バ
ル
ブ
裂
品
苳
便
っ

て
い
ま
し
た
が

、
白
さ
や
柔
う
か
霈
ほ

全
く
変
わ
り
ま
せ
ん
」
と
好
評
で
す

。

こ
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
長
さ
は

晋
通
の

も
の
の
2

倍
(
1
3
0皿
)。
芯
が
な

い
の
で
取
り
鰆
え
の
手
間
も
な
く
、
ご

み
岔

宙

せ
ん
。
ま
た
、
芯
の

部
分
の

穴
豪
t
(き
く
し
て
あ
る
の
で

、
現
在
お

使
い
の
ホ
ル

ダ
ー
の
ま
ま
で

便
え

ま

す

。
事
業
所
の
皆
さ
ん

、
あ
な
た
の
オ

フ
ィ
ス
で
も

「
み
ど
り
の

夢
2
3
」
奮

便

っ
ア
ぷ
ま
せ
ん
か

。

※
現

在「
み
ど
り

の
夢
2
3
」
の
新
規
の
販
充
協
力
居
を
雰

男
し
て
い
ま
す

問
先
1

中
央
本
町
庁
舎
・
リ

サ
イ
ク
ル

推
進
課

魯
(
3
8
8
0
)
5
1

『みどりの夢23 』新規販売協力店
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

家
族
介
護
者
教
室
「
ぼ
け
な
ん
か
こ
わ
く
な
い
」

「老
い
る
」と
は
・
・
・
。ま
た
、私
た

ち
が
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
「ぼ
け
」

や
『
黜
』
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。日
時

I
2
月
4
日
(
日
)
、午
後
1
時
～
4
時

場
所
6

竹
の
獗
セ
ン

タ
ー

内
容
=

講
演
「
ぼ
け
な
ん
か
こ
わ
く
な
い

」(
講

師
・・・
川
崎
幸
病
院
副
院
長
・
杉
山
孝
博

氏
)
/

映
画

「
お
て
ん
と
う
さ
ま
が
ほ

し
い
1
ア
ル
ツ
「
イ
マ
ー
鍔
を
息
う
妻

に

、夫
は
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
向
け
た
I

」

輿
用
―
無
料

申
先
=

表
―
の
と
お

り

問
先
9

千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
施

設
還
営
係

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
　紹

介
展

日
時
=
2
月
4
日
(
日
)
、午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
4
時

場
所
―
竹
の
獵
セ
ン

タ
ー
S

用
―
無
料

問
先
1
千
住
本

庁
舎
・
高
齢
者
施
設
運
営
係

表1　 高齢者在宅サービスセンター一覧該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

□
児
童
扶
養
手
当

対
象
a
区
内
に
住
所
が
あ
り

、
昭
和
5
2

年
4

月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
児

童

(
障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9
歳
u

ヵ
月
ま

で
)

を
養
育
し
て
い
る
毋
ま
た
は
養
育

者
で

、
父
が
次
の
状
胆
に
あ
る
方
・・・
離

婚

、
死
亡

、
生
死
不
明
、1

年
以
上
の

遺
棄
ま
た
は
1

年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
蔡
等
で
父
不
在
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
生
ま
れ
た
児
竃
で
父
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
た
め
父
不
在
/
父
が
重
度
の

障
害
(
身
体
障
害
塰
■
T
・一
差
厦
)

支
給
が
制
限
さ
れ
る
場
合
―
所
槫
制
限

以
上
の
収
入
が
あ
る
と
き
(
本
人
お
よ

び
同
居
の
扶
養
義
務
者
)
/
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
と
き
/
児
童
が
父
の

死
亡
等
に
よ
り
公
的
年
金
を
受
給
、
あ

る
い
は
加
給
年
金
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
と
き
/
児
童
が
施
段
に
入
所
し
て
い

る
と
き
/
昭
和
6
0年
8
月
1
日
以
降
に

支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た

方
が
5
年
以
上
請
求
し
な
か
っ
た
と
き

手
当
額
(

月
額
)

―
全
額
支
給
対
象

者
・
:
4
万
千
跏
円
/

一
部
支
給
対
象

者
・・・
2
万
7

千
瞋
円
/

児
童
が
複
数
の

と
き
の
2

人
目
…
5

千
円

、
―
人
目
以

降
・
:
3
千
円
を
加
算

□
児
S
育
成
手
当

対
象
=
昭
和
5
2
年
4

月
2
日
以
降
生
ま

れ
で

、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
…
父
母
が
離
婚
/

父
ま
た
は
母
が

死
亡
、
生
死
不
明
/

父
ま
た
は
母
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は

毋
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

た
児
竃
で
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な

い
/
父
ま
た
は
毋
が
重
度
の
陣
害
が
あ

る
方
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程

度
)

手
当
額
1
月
額
1
万
3
千
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
状
況
に
よ

り
申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
卜

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保
母

が
育
一
衵
談
に
応
じ
て
い
欒
"
。
安
心

し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
ぷ
つ
に
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
圃
接
で
す
。

実
施
保
育
圃
・
相
談
日
―
▽
興
野
保
育

園
(
西
新
井
本
町
4
1
1
9
-
2
3
)・
:毎

週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
-
6
)

・・・毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
1
0
)

・・・
毎
週
火
・
土
曜
日

3
9
1
4
)
6
4
6
6

※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
I
午
後
5
時

間
先
1
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

難
病
患
者
福
祉

手
当
の
対
象
疾
病

が
増
え
ま
し
た

「
網
膜
色
素
変
性
痙
」
の
治
療
を
し

て
い
る
方
で
、
手
当
の
申
請
を
し
て
い

な
い
方
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(

表
2
)
。

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎

・
障
客
福
祉
係

表2　 難病患者福祉手当

募

集

足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

□
事
務

対
象
1
昭
和
4
6年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
1

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
短
大

本
業
程
度
の
能
力
を
有
す
る
方

募
集

人
輿
I
若
干
名

□
看
護
婦
(
士
)

対
象
I
昭
和
3
6年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
0

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
一
霞

婦
(
士
)
免
許
を
有
す
る
方
※
看
護
婦

(
士
)
免
許
証
の
コ
ピ
'
-
を
窓
口
ま
で
持

参
(
郵
送
は
不
可
)

募
集
人
S
l

よ
　

I

い
ず
れ
も
ト
ト

紿
与
等
=
足
立
区
職
員
に
準
ず
る
遇

考
日
1
2
月
1
7
日
申
込
期
間
=
2
月

1
日～
8
日
、
午
前
9
時
I
午
後
5
時

(
土
・
日
を
除
く
)
採
用
予
定
=
4

月
1
日
以
降
申
込―
履
歴
s
1
通
　

(
市
販
の
用
紙
、
写
真
貼
付
)
と
写
真
　

(
縦
4
`
×
横
3
″
)
1
枚
を
窓
口
ま

で
持
参
(
郵
送
は
不
可
)

申
・
問
先
l

社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

日
光・
鋸
南
自
然
教
室
引
率
補
助
員

区
立
小
学
校
4
・
6
年
生
を
対
象
に

2
泊
3
日
の
日
程
で
行
う
鋸
南
自
然
教

室
(
4
年
生
)
、
日
光
自
然
教
室
(
6
年

生
)
の
引
率
者
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

何
回
で
も
引
率
で
き
ま
す
。
期
間
1

8
年
5
月
初
旬～
9
年
2
月
下
旬
で
都

合
の
良
い
日

勤
務
時
間
―
各
小
学
校

出
発
時
か
ら
帰
校
時
ま
で
の
2
泊
3
日

対
象
―
教
員
免
許
取
得
者
お
よ
び
卒

業
時
取
辱
見
込
の
方
で
年
齢
が
4
0歳
く

ら
い
ま
で
の
方

内
容
=
自
然
教
室
の

引
率
補
助

謝
礼
1
1
回
の
引
率
で
3

万
6
千
円
(
税
込
み
)

期
限
1
3
月
1
0

日

申
・
問
先
よ
-
a
#
庁
舎
・
校

外
学
園
係

公
立
保
育
園
非
常
勤
職
員
(
保
育
業
務
補
佐
員
)

対
象
―
昭
和
1
1
年
4

月
2

日
～

昭
和
5
2

年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
健
康
な

方
/

保
母
・
幼
稚
園
教
諭
・
看
霞
婦
・

調
理
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち

の
方

内
容
=

い
ず
れ
の
資
格
者
も
保

育
、
調
理
、
用
務
な
ど
保
育
園
業
務
全

般
の
補
佐

助
務
日
I
A

・・・
月
・
金
・

土
曜
日
(
週
2
4
時
間
)
、
B
・
:月
・
火
・

金
・
土
曜
日
(
週
2
4
時
間
)
、
c
・
:
月
・

金
・
土
曜
日
(

週
1
8
時
間
)
の
い
ず
れ

か

募
集
人
a
l

若
干

名

報
酬

等

(
月
額
)
=
A

・
B

…
1
3
万
千
円
、
c

・・・
9
万
9

千
円
(
7

年
度
実
績
)
/

有

休
有
り
/

交
通
費
支
給
(
限
度
額
内
)

選
考
方
法
―
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

面
接
日
=
2

月
下
旬
予
定
(
採
用
は
8

年
t

月
1

日
以
降
、欠
員
が
あ
ひ
次
第
)

申
込
=
履
歴
s
(

市
販
様
式
・
自
筆
・

写
真
貼
付
・
:
ス
ナ
ッ
プ
不
可
)

を
直
接

持
参
麦
i
は
郵
送

※
申
込一
類
は
返

却
し
ま
せ
ん

期
限
1
2
月
8
日
必
着

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舍
・
保
育
第
一

係

〒
圀
千
住
1
1
4
1
1
8

保
健
婦
(
非
常
勤
)

対
象
―
保
健
婦
資
格
を
有
す
る
4
5
歳
ぐ

ら
い
ま
で
の
方
内
容
―
足
立
区
職
員

へ
の
保
健
指
導
、
各
種
健
診
業
務
の
補

助
募
集
人
員
1
1
人
採
用
日
1
4

月
1
日
珊
用
期
間
I
原
則
1
年
間
。

た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
更
新
可
報
酬

1
月
額
1
9
万
&
千
円
勤
務
時
間
―
週

3
0時
間

申
込
期
隅
T
2
月
9
日

申

込
―
電
話
で
申
し
込
み
後
、
屐
歴
一
提

出

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
健
康

管
理
係

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
第
3
期
生

リ
サ
イ
ク
ル
を
全
区
的
に
推
進
す
る

た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
第
3
期
生

を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

対
象
―
区
内
在
住
の
方
で
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
心
と
協
力
の
意
志
の
あ

る
方
(
リ
サ
イ
ク
ル
に
自
分
の
特
技
を

生
か
し
た
い
方
も
歓
迎
)

内
容
―
推

進
員
会
議
へ
の
出
席
(
平
日
月
―
回
程

度
)
/
区
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

実
施
に
参
加
/
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

調
査
・
研
究
(
イ
ベ
ン
ト
時
の
P
R
・

ア
ン
ケ
ー
ト
・
情
報
紙
の
作
成
な
ど
)

/
そ
の
他
区
が
推
進
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
へ
の
協
力
任
期
1
8
年
4
月
～

1
0年
3
月

定
具
=
約
3
0人

申
込
I
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
考

え
を
記
入

期
限
1
2
月
1
6日
必
着

申
・
問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課

〒
m一
中
央
本
町
1
1
1
7

1
1
　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

お

知

ら

せ

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

対
象
1
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

方
・
・
・
私
立
の
高
校
・
高
等
専
門
学
校
ま

た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
私
立

の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者
と

同
居
し
て
い
る
保
霞
者
/
足
立
区
内
に

引
き
続
き
1
年
以
上
住
所
を
有
し
住
民

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
/
6
年
中
の

年
収
が
次
の
限
度
額
以
下
の
方
▽
給

与
所
得
者
…
支
払
給
与
総
額
1
千
万
円

以
下
▽
事
業
所
得
者
・
:
総
所
得
金
額

等
8
0
0
万
円
以
下
※
前
記
条
件
に
あ
て

は
ま
る
場
合
で
も
、
取
り
扱
い
金
融
機

関
貸
付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ

な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
融
資
額
=
1
0

万
円
～
5
0
万
円
(
1
万
円
単
位
)
融

麑
対
象
額
―
志
望
校
入
学
手
続
き
時
の

最
低
納
付
額
(

授
業
料
・
寄
付
金
は
対

象
外
)
お
よ
び
制
服
代
・
教
科
S
代
(
1
0

万
円
・
2
万
円
の
定
額
算
定
)

融
資
利

率
1
年
3
%

返
済
―
融
資
を
受
け
た

日
の
翌
月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均
等

月
賦
償
還
)

取
扱
金
融
機
関
―
足
立

信
用
金
寤
、
足
立
農
業
協
同
組
合
の
本

・
支
店
。
足
立
区
内
の
懦
和
信
用
金
庫

保
証
―
金
融
機
関
所
定
の
保
証
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
(
保
証
料
は
区
で

負
担
)

期
限
1
2
月
2
8日

東
申
し
t

心み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日
間
か
か
り

ま
す
。
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
す
で
に

入
学
兪
等
を
納
入
済
の
場
合
は
融
資
で

き
ま
せ
ん

申
・
問
先
1
千
住
本
庁
舎

・
学
務
課
振
興
係

建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

参
加
資
格
申
請
の
追
加
受
付

8
年
度
に
、
区
の
建
設
工
事
等
の
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
申
請

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
日
時
L
ウ
月
5
日
～

9
日
、
午
前
9
時
3
0
分
I
午
後
4
時
(
正

午
～
午
後
L
時
を
除
く
)
場
所
1
千

住
京
庁
舎
4
階
・
入
札
窒

申
請
用
紙

―
東
京
都
財
務
局
指
定
用
紙
(
都
庁
第
2

本
庁
舎
―
階
・
東
京
都
弘
済
会
で
販

充
)

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
契
約
第

一
佩

中
小
企
業
融
資
の
利
率
引
き
下
げ

区
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
に
、

運
転
資
金
や
設
備
資
金
等
の
貸
付
あ
つ

旋
を
行
つ
て
い
ま
す
が
、
2
月
1
日
融

資
申
し
込
み
分
か
ら
、
賃
付
利
率
を
引

き
下
げ
「
年
利
2
.
5
%」と
し
ま
す
。

申
・
問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
融
資
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
事
故
と
枝
燃
料

輸
送
l

月
2
7日
(
土
)
、午
後
5
時
3
0

分
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/
矢
内

(
3
8
8
7
)
8
0
2
1
(
夜
間
)

☆
竹
細
工
・
2
月
4
日
(
日
)
、午
後
1

時
～
4
時
3
0
分
/
青
年
セ
ン
タ
ー
/
5
0
0

円
/
柘
植

(
3
8
8
7
)
9
8
3
1
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健

康

ダ
ウ
ン
症
児
を
育
て
て

―
一
般
企
業
に
働
く
子
供
の
話
―

日
時
a
1
月
3
0日
(
火
)
、午
前
1
0時
3
0

分
～
正
午

内
容
1

設
企
業
に
働
く

ダ
ウ
ン
症
の
子
供
の
子
育
て
の
体
験
鮫

購
師
l
藤
江
も
と
子
氏
(
日
本
ダ
ウ
ン

症
協
会
)
S

用
1
無
料

申
込
1
電

話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

2
1世
紀
の
父
親
講
座

―
あ
な
た
も
子
育
て
の
達
人
に
な
れ
る
―

日
時
=
2
月
1
5日
(
木
)
、午
後
6
時
3
0

分
1
8
時
3
0分

場
所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

対
象
=
妊
婦

と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

内
容
―
子
育
て

を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う

講
師
―
汐
見
稔
幸
氏
(
東
京

大
学
教
育
学
部
助
教
授
)

定
員
-
7
0

組
S

用
―
無
料

申
込
―一
話

申

・
問
先
a
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

2
月
の
献
血

日
時
等
0
表
3
の
と
お
り

問
先
―
東

京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

表3　2 月の献血

※ いずれも時間は午前10時～11時30分、
午後0時30分～3時30分

食
と
健
康
教
室

足
り
て
い
ま
す
か
食
物
せ
ん
い

日
時
-
1
月
3
1日
(
水
)
・
2
月
7
日

(水
)
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
-
1
日
目
・
:せ
ん
い
不
足
を
こ
う

し
て
カ
バ
ー
す
る
「
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
」
/
2

日
目
…
身
体
を
勳
か
し
て
便
秘
を

解
消
し
よ
う

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
―
無
料

申
込
l
電
話

場
・
申

・
問
先
―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

気
功
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
　―
心
地
よ
さ
の
発
見
―

日
時
1
2
月
7
日
(
水
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
場
所
―
産
業
振
興
館

携
師
―
秋
山
武
美
氏
(
国
際
氣
科
学
協

会
気
功
療
養
士
)

定
員
1
3
0人
(
先

着
順
)
※
運
動
で
き
る
服
装
で
s
用

=
無
料

申
・
問
先
a
千
住
保
健
所
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

年

金

国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
の

特
例
届
出
期
間
中
で
す

第
3
号
被
保
険
者
と
は
、厚
生
年
金

ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入
中
の
方
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
で
す
。通

常
は
、第
3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
が

運
れ
る
と
、過
去
に
届
け
出
を
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
の
う
ち
直
近
2
年
に
限

っ
て
保
険
料
納
付
済
期
間
と
し
て
罷
め

ら
れ
ま
す
が
、了
年
4
月
～
9
年
3
月

の
間
に
届
け
出
を
行
え
ば
、
昭
和
6
1年

4
月
以
降
の
扶
養
認
定
日
以
降
の
未
届

期
間
も
、
特
例
的
に
保
険
料
納
付
済
期

間
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
忘
れ
て
い
て
ま
だ
届
け
出
を
し

て
い
な
い
方
は
、
国
民
年
金
課
ま
た
は

区
民
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用

係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

く
ら
し
を
応
援
す
る

「
ね
ん
き
ん
公
開
講
座
」

日
時
1
2
月
9
日
(
金
)
、午
後
1
時
～

2
時
3
0分

場
所
―
竹
の
椒
セ
ン
タ
ー

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

購
師

―
大
西
利
尚
氏
(
社
会
保
険
労
務
士
)

定
員
=
聊
人
(
先
着
順
)
※
講
座
終
了

後
、
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

申
込
―

電
話

申
・
問
先
1
中
央
本
町
庁
舎
・

推
進
係
　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
1
2
月
7
日
(
水
)
、午
前
一
…
一
時
～

午
後
3

時
3
0分

場
所
―
中
央
ぶ
町
庁

舎
2

階
・
国
民
年
金
屎
前

問
先
―
中

央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

募

集
し

ま
す

国
民
年
金
推
進
員

内
容
1
年
金
加
入
者
の
お
宅
を
訪
問

し
、
保
険
料
の
収
納
や
各
種
届
一
の
受

け
付
け
な
ど
の
年
金
相
談
を
行
い
ま
す

応
募
資
格
―
区
内
在
住
の
3
0歳
く
ら
い

か
ら
6
3筬
く
ら
い
ま
で
の
方

勤
務
条

件
―
―
力
月
に
1
8日
間
動
務

募
集
人

員
―
若
干
名

採
用
予
定
1
5
月
1
日

報
酬
―
基
本
給
(
日
額
4
千
5
0
0円)

十
能
率
給
。
平
均
月
給
1
7万
4
千
円
前

後
(
7
年
度
実
績
)

申
込
―
自
筆
履

匣一
(

写
真
貼
付
)
と
作
文
「
私
と
年

金
」(
伽
字
程
度
)

を
持
参
の
う
え

直
接
窓
口

※
S
類
審
査
後
面
接
を
行

い
ま
す

期
限
1
2
月
2
0日

申
・
問

先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
佩

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

国
民
年
金
の
保
険
料
は
税
金
の

所
得
控
除
対
象
に
な
り
ま
す

7
年
1
月
か
ら
1
2月
ま
で
の
1
年
間

に
納
め
た
保
険
料
は
「
社
会
保
険
料
控

除
」
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま

す
。
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
の
時
に

忘
れ
ず
に
里
じ
ま
し
ょ
う
。
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

健康カレンダー 2月の予定

健康あ・ら・かると
防
災
用
の

く
み
置
き
水
保
存
期
間
は
ど
の
く
ら
い
?

阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
寒
さ
の
中
、
水

の
確
保
が
大
変
だ
っ
た

と
の
被
災
者
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。飲
み
水
は
、

給
水
車
か
ら
の
供
給
を

受
け
る
ま
で
市
販
の
ボ

ト
ル
水
に
頼
り
、
ト
イ

レ
や
洗
濯
な
ど
の
雑
用

水
に
は
、プ
ー
ル
や
川
、

近
所
の
井
戸
水
な
ど
い

ろ
い
ろ
利
用
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

そ
の
話
多
面
い
た
区
民
の
方
か
ら
、

水
道
水
の
く
み
置
き
を
始
め
た
け
れ
ど

も
、
ど
の
く
ら
い
で
水
を
取
ひ
替
え
た

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
衛
生
試
験
所
で
は
、夏
場
に
、2
0

口
と
1
0口
の
ポ
リ
タ
ン
ク
、7
口
の

防
災
用
三
角
バ
ケ
ツ
を
用
い
て
く
み
置

き
実
験
を
し
ま
し
た
。

細
菌
の
繁
殖
を
お
さ
え
る
た
め
水
遭

水
に
含
ま
れ
て
い
る
残
留
塩
素
は
、
ポ

リ
タ
ン
ク
の
ほ
う
が
長
く
残
り
、
拍一日

目
く
ら
い
ま
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

細
菌
は
、
残
留
塩
素
の
効
果
が
な
く

な
っ
て
も
す
ぐ
に
は
増
え
ま
せ
ん
。
三

角
バ
ケ
ツ
で
は
約
1
週
間
後
に
、1
0口

ポ
リ
タ
ン
ク
で
は
2
週
間
後
に
、1
㎡

あ
た
り
約
1
万
個
と
急
激
に
増
え
る
傾

向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
は
、容

噐
の
大
去
舌
に
関
係
な
く
、
1
0万
個
程

度
で
頭
打
ち
と
な
り
、そ
れ
以
上
増
え

ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
は
水
の
中
に
細

菌
の
栄
養
に
な
る
虞
分
が
少
な
い
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
。一
方
、容
量
の
多
い
2
0

ロ
ポ
リ
タ
ン
ク
は
、1
ヵ
月
半
ま
で

ほ
と
ん
ど
細
菌
が
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
(
グ
ラ
フ
参
照
)
。

水
道
法
の
水
質
基
準
(
1
㎡
当
た
り

Ⅲ
個
以
下
)
か
ら
考
え
る
と
、取
り
替

え
時
期
の
目
安

は
、
夏
場
で
三
角

バ
ケ
ツ
は
I

週

間
、
狛一ロ
ポ
リ
タ
ン
ク
は
2
週
間
、2
0

ぶ
で
は
1
ヵ
月
半
く
ら
い
が
よ
い
で
し

ょ
う
。

お
役
ご
免
の
く
み
置
き
後
の
水
も
、

飲
み
水
以
外
に
は
充
分
使
え
ま
す
。
プ

ラ
ン
タ
ー
へ
の
散
水
な
ど
他
の
用
途
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。A

衛
牛
眼
験
所
V

く み置き水の細菌数の 経日変化

掲
示
板

□
日
曜
柔
道
整
復
施
術

実
施
場
所
は
、
足
立
区
柔
道
接
骨
師

会
加
入
の
接
骨
院
で
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
―
酋
(
3
8
8
0
)
6
9
5
8

・
増
資
対
策
無
料
相
談
会

日
時
等
1
2
月
2
日
(
金
)
、午
後
1
時
～

5
時
、
青
年
セ
ン
タ
ー
/
2
月
7
日

(水
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時
、
動
労

福
祉
会
館

※
直
近
の
決
算
書
、
会
社

膾
本
を
持
参

問
先
=
小
林

(
5
6
8
0
)
2
7
8
1

□
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
i
n
国
技
館

日
程
=
2
月
3
日
(
土
)

場
所
―
両

国
国
技
館

内
容
―
仕
事
を
お
探
し
の

方
…
合
同
就
職
面
接
会
/
企
業
の
方
・
:

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー

※
く
わ
し
く
は

問
い
合
わ
せ

問
先
=
(
ロ
ー
ワ
ー
ク

足
立
　
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9
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ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

専
門
科
目
「水
泳
」

専
門
科
目
と
は
別
に
開
催
す
る
共
通

科
目
の
試
験
に
合
格
し
た
方
を

、
足
立

区
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し
て
認

定
・
登
録
し
ま
す

。

日
程
等
―
下
衰

場
所
―
講
鶴
・・・
千
寿
本
町
小
学
校
/

実

技
・・・
千
住
温
水
プ
ー

ル

対
象
l

満
2
0
歳

以
上
で
当
該
種
目
の

指
導
を
行
っ
て
い
る

方
、
お
よ
び
指
導
者

を
目
掴
す
方
で
1
0
0
S

佃
人
メ
ド
レ

ー
の
脉

力
の
あ
る
方

講
師
I

足
立
区
水
泳
連
盟

定
員
-
3
0
人
(
抽
選
)
1
7

無
料

申
込

―
往
復
(

ガ
キ
に
住

所

、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
電
話
番
号

、
年

齢
、
性
別
、
水
泳
経

肭
年
数
、所
属
団
体
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養

成
講
習
会
専
門
科
目
「水
泳
」と
明
記

期
限
I
2
月
9
日
必
一
申
・
問
先
I

足
立
区
体
斉
協
会
〒
1
2
9
千
住
1
-
4

-
1
8
　
(
3
8
8
2
)
1
1
1

㈹

7年度足立区公認スポーツ指導員養成講習会/専門科目: 水泳

第
4
回
都
市
型
工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
都
市
型
工
業
は
未
来
を
開
く
か
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
体
験
で
き
ま
す

足
立
、
荒
川
、
北
、
板
橋
の
4
区
で

都
市
型
工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
閧
僧
し
ま

す
。日
時
-
2
月
8
日
(
木
)
・
9

日
(
金
)
、
午
後
L

時
3
0分
―
i
n
時
3
0分

壻
所
-

ホ
テ
ル
ラ
ン
ク
ウ
ッ
ド
(

日
S

里
駅
前
)

内
容
I

▽
8

日
・・・
基
飼
講

演

「
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
の
変
化
と
こ
れ
か

ら
の
企
業
戦
略
」(麦
応
義
塾
大
学
教
授

・
島
田
晴
雄
氏
)
/

リ
レ
ー
酎
諭
「
都

市
・
文
化
・
工
業
を
鉋
ぶ
も
の

」

▽
9

日
・・
。
4
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
た
分

科
命

危
機
に
立
つ
東
京
の
中
小
企
業
」

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
が
モ
ノ
づ
く
ひ
を

変
え
る
」『
中
小
企
業
生
き
残
り
戦
略
の

展
開
』「
都
市
と
共
生
し
嵎
長
す
る
工
業
1

〝都
市
型
工
業
'
の
条
件
」

※
両

日
と
も
、会
場
に
パ
ソ
コ
ン
を
段
置
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
(
自
由
に
体
験
で

き
ま
す
)
s

用
I
無
料

問
先
L
足

立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

魯
(
5
2
4
4
)
7
3

↑
S

中
央
本
町
庁
舎
・
産
業
振
興
課

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

夕
焼
け
放
送
の
時
間
が
変
わ
り
ま
す

夕
焼
け
放
送
は
、2
月
か
ら
4
月
ま

で
、
午
後
5
時
に
な
ひ
ま
す
。

問
先

-
千
住
本
庁
舍
・
青
少
年
課
謁
螫
佩

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー
世 帯と 人 口( 8 年1 月1 日 現 在)

世 帯　262, 075
人 口　638, 099 人

男　323, 479 人
女　314, 620 人

消 費 者センターの 催し
生活の科学教室「大切な衣類、気
をつけて! 」
日時- 2月26日( 月) ・28日( 水) 、
午後1BS3Q分～3時30分内容-
1 日目… 「トラブ ルを避けるクリ
ーニングの知餓」(臘維製品品 質管
理士・三村光代氏) / 2 日目…「や
って みよう 衣類 のシ ミ抜き( 実
技) 」( 生活研究 家・消費生活アド
バイザー・阿部絢子氏) 対象一
区内在住・在匐 ・在学の方 定員- 20

人( 先着順)

暮らしっくスクール修了記念購演
会「阪神からのメッセージ―ど こ
まで減らせる家の中 の危険」

阪 神淡路大震災 から1 年。 爽顕
に霞災を体験し た講師がその危険
にスポット をあて、分りやすく 話
し ます。 日時- 2 月21日( 水) 、
午後6 時30分 ―8W3Q 分 対象 一
区内在住・在勤の方 購師一宮本
豊子氏( 兵庶S 立姫路生活科学 セ
ンタ ー所長) 定員- 50 人( 先着順)

8 年度「消費者団体登録」を受け
付け ます

胯賢者団体登録を行うことによ
り、稠賢者センターの各施設を無
料で乖」用できます。また、定期的
に消費者情報の提供が受けられま
す。日時- 2月1日～29日、午
前8時30分～午後5時対象=次
の要件を満たす団体 … 現に消費者
活動を 行っている団体、またはこ
れに準ずる団体( 営利目的を除く) /
規約( 会則) に基づいた 「活動

計圖」を有する/ 連絡 責任者が。
区内在住 ・在動者である/ 会員が5
人以卜である/ 会員の過半数が

区内在住者である
――いずれも――
費用一無料 場・申 ・間先一消費
者センタ ー( エル・ソフ ィア内)
酋3880 ―5385

第10回足立区観光写真コン
クール募集締め切りせまる

題材一区内の公共 施設、名所、旧
跡、文化遺巓、伝統 行事、河川、
街並など 応募規格 一カラープリ
ント 四ツ切り 、ふちなし( ワイド
四ツ切りは除く) 応募資格一ア
マチュアの方 応募 要慎一応募用
紙に所要事項を 記入 のうえ、直接
持参 または郵送 期限- 1 月31日
応募先- 5117 区観光協会事務局
※ 応募 用紙は、皿
勗、各又邑事務所、区内の主なカ
メラ店にあり ます 申・問先一足

立区 観光協会( 中央 本町庁舎・産
業振興課内) 〒120中央本町1- 17- 103880

―5191

アパレル(衣料縫製)
講 習 会

日時=2月19日( 月) 、午後6時～
8 時 場所- ギ ャラクシティ・こ
どもS同l 館 内容- パタ ーン ・プ
ラスチック型披胄の作り 方、技輜

藹習/ 縫製用アダプ ターの研究と
応用等 対象一箱簔業に携わる区
民の方 定員- 100 人( 先着順)
費用一無料( テレカプレゼント

有) 申込一往復ハガキに住所、
氏名、● 話番号、「:アパレ ル講習会
希望」と明配 期限- 1 月匐日必
着 申 先一足立都市活栓化センタ
ー〒120千住仲町1- 5
1*5244 ―7313 間先一中央本町庁
舎 ・座業振興課　3880 ―5191

休園します 下河原公園 ( 東綾瀬一丁目)
菌内改 胞T 事のため7 月上旬ご
ろまで利用でき ません。 問先-

中央本町庁舎・公園課
3880―5261

「あだち女性起業家支援塾」入門セミナー
リサイクル事業、保膏サービス、

タウン誌発行など、女性による小
さな会社づくり が活発になってき
ました。「いつかは自分の店や会社
を持って…亅「も っとうまく事業を
進めたい」そんな意欲ある女性を

応援するセミ ナーです。 日程=

下 表 費用- 1 万円 定員- 30 人(

抽 選) 申 込一往 復 ハガ キ に 住
所、氏名、年齢、電話番号、参加
の勳溘、「支援塾希望亅と明配 期
限- 2 月5 日必・ 棚・申 ・問先
一女性総 合センター 〒I Z3梅田7- 33- 1　3880

―5222

カリキュラム

足立ジュニア吹奏楽団

団員募集
足立ジュニア吹奏楽団( 小学4～
6年生で構成) が、8年度の新

入団員を募集します。対霞- 8
年4月に新しく区内の小学校4・
5年生になる妲、竃募集人員一噺
4年生… 20人/新5年生… 5人
申込-ギャラクシティ文化事業籌
に直接または郵送Xコミュニタ
イ文化スポーツ公社各施設にあl
申込書を使用してください申12
期間- 2月1日～15日※ 希望滷
多数の場合は、簡単な 面接により
決定する場合があります 申・同
先- ギ ャラクシティ文化事業課
〒I Z3栗原1 ―3 ―1
5242―8161 千住本庁舎・文化

振興係　3882 ―1111㈹

区内の合唱団を
ご案内します

「4 倡aを抬めたいけれど、どん
な奔1● 団があるのかわからない」
という方に、区内合唱団の案内本
多 獰し上げます。 申・問先一千
住冰庁舎・文化振凰佩
3882 ―1111㈹

第4 回春風ふくふく祭り
日時- 2月10日( 十) 、午前1( 脾～
午後2 時 場所一綾瀬障害櫑衽施
設( 綾瀬福ネ|卜闌、楓作業所、足立
ソフトウェアの 複合施設) 東鮫瀬1
―26―2 内容一活励公開・パ

ソコングーム・バザー等 問先一
千住本庁舎・障害福祉課計睡調整
係　3882 ―1111㈹

青 年 セ ン タ ー の 催 し

世 界を見つめた写真展

青年海外協力隊が今年30周年を
迎えました。世界中の人々と共に
活動してきた青年たちのE疊を紹
介し、今私たちに何が求められて
いるのかをいっしょに考えたいと
思います。展示期間- 2月1日～
3 月24日

青年講座「一 眼レフカメラ 入門」

日時- 2月3・10・17・24日( 全
4回、いずれも土● 日) 、午後2時～
4時 対象一青年男 女 内容一

一眼レ フカメラの使い方、撮影方
法等を学ぶ初心者向け講座 講師
一橋本和典氏( 青年 齬外 協力協会)

定員- 20 人( 先着順) 費用一無料
申込一竃話
――いずれも――
場・申・問先= 青年センター
3890 ―0061

小 学校・心身障 害学 級　連 合学 習発表 会

知的にハンディのある子どもた
ち( 柵神薄弱児) が通う心身障害

学級( 区 内の16校の小学校に設置)
の、日ごろの学習の虞果を楽しい
劇や歌、工作や絵画などで発表し

ます。日時- 2月16日( 金) 、午
前9時～午後1時場所一竹の楸
センター 筒先一千住本庁合・心
陣就学担当　3882 ―1111㈹

◎「 あ だち広 報 」は再 生紙を使用し ていま す C. Y. T. 240, 000


